
【支給対象者及び支給方法】
①基準⽇（令和4年10⽉1⽇）時点の住⺠基本台帳への記
載によって課税状況を判定し、所得税法上の課税がされ
ている者の扶養親族等のみからなる世帯を除く住⺠税⾮
課税世帯の世帯主に対し、確認書による簡素な手続きで
給付するプッシュ型にて実施する。
②令和4年度住⺠税課税世帯であったが、予期せず令和4
年1⽉から令和4年12⽉までの家計が急変し、①と同様の
事情にあると認められる世帯に対して申請により支給を
行う。
【給付額】
 1世帯当たり5万円
【給付時期】
 ①、②共に令和4年11⽉末以降を予定

事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

242,226

令和 4 年度 宇陀市 一般会計

所管課

事業
区分

新規 事業名 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事業
補正予算

R4現計
予算額

[第 4 号] 事業別シート

宇陀市一般会計予算(健康福祉部)

事業の目的

区分 区分名№

目 1 社会福祉総務費

款 3 ⺠⽣費

項 1 社会福祉費

厚⽣保護課

 電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏ま
え、特に家計への影響が⼤きい低所得世帯（住⺠税⾮課
税世帯等）に対して、1世帯当たり5万円をプッシュ型で
支給する。

備  考

事業 7 電力・ガス・食料品等価格
高騰緊急支援給付金事業費

根拠条例等 宇陀市電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金支給事務実施要綱
総合計画

電力・ガス・食料品等価格高騰緊
急支援給付金給付事業費補助金
           242,226

基本計画 １−２−１ だれもが住み慣れた地域で安心し⽣きがいを持って暮らせるよう支援します

242,226
にあると

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

国費 242,226

県費

市債

その他

R4補正前
予算額

一般財源

補正額

財源の内訳（単位：千円）

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬(会計年度任用職員) 0 1,494 1,494
職員手当等 0 431 431
共済費(会計年度任用職員) 0 10 10
旅費(会計年度任用職員) 0 120 120
需用費 0 576 576
役務費 0 2,024 2,024
委託料 0 3,300 3,300
使用料及び賃借料 0 271 271
扶助費 0 234,000 234,000

合 計 0 242,226 242,226

(単位:千円)
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R4補正前
予算額

203,834

R4現計
予算額

319,978

特定財源の状況（単位：千円）
新型コロナウイルスワクチン接種
対策費負担金      59,935
新型コロナウイルスワクチン接種
体制確保事業費補助金  56,209

備  考

補正額 116,144

事業概要
(理由含）

財源の内訳（単位：千円）

分担金･負担金

使用料･手数料

その他

一般財源

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

●オミクロン株対応ワクチン
【接種対象者】初回接種を終了した12歳以上の全ての方
（令和4年9⽉1⽇現在：23,389人）
【接種時期】令和4年9⽉12⽇の薬事承認後なるべく早く
開始し、令和5年3⽉末⽇までの間
【接種体制】医療機関の個別接種及び特設会場での集団
接種
【ワクチン】ファイザー社オミクロン株対応2価ワクチ
ン、モデルナ社オミクロン株対応2価ワクチン
●乳幼児（6ヵ⽉以上4歳以下）のコロナワクチン
【接種対象者】6ヵ⽉以上4歳以下の乳幼児
（令和4年9⽉1⽇現在：508人）
【接種時期】乳幼児用ファイザー社ワクチン薬事承認後
【接種体制】医療機関の個別接種

国費 116,144

県費

市債

総合計画 基本計画 １−１−１ 新型コロナウイルスなど感染症予防や対策の充実を図ります
根拠条例等 予防接種法

款 4 衛⽣費

区分 № 区分名

事業の目的

 オミクロン株に対応した新型コロナワクチン接種を行
うことで、従来株ワクチンを上回る重症化予防、感染予
防、発症予防の効果を高める。
 また⽣後6ヵ⽉以上4歳以下の乳幼児への新型コロナワ
クチン接種体制の準備を行う。

事業 2 新型コロナウイルス感
染症対策事業費

目 2 予防費

項 1 保健衛⽣費

所管課 健康増進課 (健康福祉部) 宇陀市一般会計予算

事業
区分

継続 事業名 新型コロナウイルスワクチン接種事業
令和 4 年度 宇陀市 一般会計 補正予算 [第 4 号] 事業別シート

科 目 補正前 補正額 補正後
報酬(会計年度任用職員) 12,062 3,542 15,604
職員手当等 14,240 5,730 19,970
費用弁償(会計年度任用職員) 833 16 849
需用費 9,405 7,600 17,005
役務費 9,993 7,064 17,057
委託料 152,018 91,535 243,553
使用料及び賃借料 2,929 297 3,226
償還金、利子及び割引料 958 0 958
繰出金 1,396 360 1,756

合 計 203,834 116,144 319,978

(単位:千円)

-2-



事業概要
(理由含）

補正増減
内容

(補正前、
補正後)

4,119,841

令和 4 年度 宇陀市 病院事業特別会計

所管課

事業
区分

継続 事業名 宇陀市立病院事業（収益的収入及び支出）
補正予算

4,113,721

R4現計
予算額

財源の内訳（単位：千円）

[第 2 号] 事業別シート

宇陀市病院事業特別会計予算(宇陀市立病院)

事業の目的

区分 区分名№

目 #N/A

款 #N/A

項 #N/A

経営企画課

 新型コロナウイルスワクチン接種（オミクロン株対
応）を実施することに伴い、業務従事する医師・看護師
等に対して特殊勤務手当の支給を行う。

備  考

事業 #N/A

根拠条例等 宇陀市職員の特殊勤務手当に関する条例
総合計画

新型コロナウイルスワクチン集団
接種委託料         6,336
一般会計補助金                      360

基本計画 １−４−１ 医療体制の充実

１.新型コロナウイルスワクチン接種に係る特殊勤務手当
 医師  60千円×2名×40回＝4,800千円
 看護師 12千円×2名×40回＝   960千円
              ①   計5,760千円
２.新型コロナウイルスワクチン接種に係る事務職員手当
 管理職特別勤務手当
       9千円×1人×40回＝   360千円
              ②   計  360千円
              合計 ①＋②＝ 6,120千円

6,120・収益的収入   3,999,872千円（+6,696千円）
 （補正前予算額 3,993,176千円）
・収益的支出   4,119,841千円（+6,120千円）
 （補正前予算額 4,113,721千円）

特定財源の状況（単位：千円）

分担金･負担金  

使用料･手数料

国費

県費

市債

その他 6,696

R4補正前
予算額

一般財源 ▲ 576

補正額
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